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就業体験型インターンシッププログラムに関する総括的評価













を取り入れている大学・短大の数は，1997 年度の大学 107 校，短大 39 校であったのが，2009 年度




























1. ガイダンス（講義） 6. 就職マナー講習応用（講義・実習）
2. 自己分析・適性検査（実習） 7. インターンシップ概論（講義）
3. 社会人基礎力セミナー基礎（講義・実習） 8. インターンシップ報告会（講義）
4. 社会人基礎力セミナー応用（講義・実習） 9. 企業研究セミナー（講義）
5. 就職マナー講習基礎（講義・実習） 10. まとめ（試験）
注）授業回数は 15 回
（2）インターンシッププログラムの展開
　研修期間は，原則として夏季休暇中の 2 週間（10 日間，60 時間以上）とするが，受け入れ先の都
合により柔軟に対応することとしている．また，インターンシップに参加する学生には，3 年次配当
科目「ビジネスコミュニケーションⅠ」（2 単位）（表 2），および 3 年次配当科目「ビジネスコミュニケー
ションⅡ」（2 単位）（表 3）の受講を推奨している．「ビジネスインターンシップ」（2 単位），同「観
光産業インターンシップ」（2 単位）は，3 年次配当科目とし，（1）事前指導，（2）企業研究，（3）（イ
ンターンシップ先に対する）事前訪問，（4）就業体験実習，（5）事後学習，（6）事後指導，（7）報告会，
の順に学習を進めることとしている（表 4）．なお，本年度は延べ 17 人の学生がインターンシップに
参加した．
表 2　「ビジネスコミュニケーションⅠ」の主な講義内容
1. 職業意識・勤労観 8. 意見を主張する
2. 社会的責任と役割 9. ディスカッションをする
3. 組織と人間関係 10. 情報伝達手段の使い分けとそのマナー
4. 自分を生かす社会のマナー 11. あいさつと話し方
5. 言語と非言語 12. 場面別のビジネスマナー
6. 「聴く」を理解する 13. キャリアデザインを考える




1. 就職活動の流れと動機づけ 8. Web での企業情報収集・エントリーの仕方
2. 業種職種の理解と自己の求める職業の選択 9. エントリーシート作成のポイント
3. 実社会と企業から見た期待する人材 10. 履歴書の書き方
4. 各種適性検査・SPI 試験への対応 11. 自己 PR・志望動機のポイント
5. 一般常識試験対策 12. グループ・ディスカッションの内容と対策
6. 社会人として必要なルール 13. 先輩の就職活動の体験談
7. 新聞の読み方と時事問題への関心 14 企業説明会の参加の仕方など
注）授業回数は 15 回
表 4　「ビジネスインターンシップ」「観光産業インターンシップ」の講義・実習内容
1. 事前指導（ビジネスマナー講習） 6. インターンシップ（日誌作成）
2. 事前指導（ビジネスファッション講習） 7. 事後学習（終了報告書作成）
3. 企業研究（企業研究レポートの作成） 8. 事後指導（礼状作成）
4. 事前学習（履歴書・誓約書等の作成） 9. 事後指導（報告会資料の作成）





















時期 学　生 学　科 受入先
10 月 ・「現代社会とキャリアプラン」履修
2 月 ・インターンシップ希望調査














8 月 ・インターンシップ実習 ・実習先巡回 ・実習受入





11 月 ・インターンシップ報告会 ・報告会の開催
表 6　インターンシップ実習先（2012 年度）
「ビジネスインターンシップ」 「観光産業インターンシップ」
1. 北海道庁（環境生活部道民生活課） 1. ANA 新千歳空港株式会社
2. 北海道庁（総合政策部広報広聴課） 2. 株式会社グランビスタ ホテル & リゾート
3. 恵庭市役所（教育委員会） 3. 株式会社あいコミ
4. 苫小牧市役所（教育委員会） 4. 株式会社北海道フットボールクラブ
5. 室蘭市役所（経済部観光課） 5. 株式会社北洋銀行




　インターンシップに参加した学生に対して，参加前（7 月に実施）と参加後（9 月から 10 月にか
けて実施）に次に示す自己効力感（バンデューラ　1997，高橋　2006，大久保　2006a，大久保　
2006b）を測る 4 つの質問項目（Q1：仕事観，Q2：キャリア観，Q3：キャリア志向，Q4：自己認識）
を用いて 5 件法（1. かなり思う，2. やや思う，3. どちらでもない，4. あまり思わない，5. まったく



































































































































Summative Evaluation of Internship Program of Experiences in the 
Workplace
SUGAWARA Ryo  and  WATANABE Makoto
Abstract : In this study, we examine the contents of our two internship programs; Business Internship and 
Tourism Internship, carried out in the fiscal year 2012 in order to conduct the summative evaluation of these 
programs and the refinement for the following fiscal years.  Students are required to participate the internship 
basically for two weeks, ten substantial working days with more than 60 hours of work at minimum, during the 
summer holiday of the school.Total of 17 students participated in the internship programs in this fiscal year.  We 
carried out questionnaire with four question items among students which asked self-efficacy before participation 
(July) and after participation (September or October).  As a result, it turned out that the self-efficacies after 
the participation differ according to how much each student formed his or her own view on the job before the 
internship.
